　吉野川河口




　川内町は広い空と大小様々な川や水路に囲まれた町である。吉野川の河口には吉野川橋（旧名、古川橋・昭和３年完成）を始め、さらに上流へと吉野川大橋（上流側・昭和47年完成、下流側昭和61年に完成）、阿波しらさぎ大橋（平成24年完成）、吉野川サンライズ大橋（令和４年完成）の４本の大きな橋が架かっている。
　吉野川河口周辺には、多種多様な生物が生息しているため絶滅危惧種や底生生物，飛来する渡り鳥に配慮した環境にやさしい橋梁形式が採用されている。橋の形にも注目して見ていただきたい。
　吉野川河口北岸の土手道路は、阿波しらさぎ大橋から吉野川サンライズ大橋間は、車両通行止めのポールがあり、約１㎞ほどの散歩コースにちょうどいい。西に向かって歩くと左に吉野川の豊かな水面と眉山の姿がとても美しい。夕焼けに染まる頃がおすすめである。　
　土手道路を下りて川内温泉あたりから北へと進むと小松東公園があり「小松新田・水との闘い！」の立て看板がある。さらにどんどん歩いていくと小高い丘が旭野公園になっている。「旭野・小松・下別宮地区津波防災情報」の立て看板があり、水道栓や給水栓が設備されている。そこを通過して更に北へと高速道路を右に見ながら歩いていくと小松新田跡の石積みが道路脇にぽつんとある。小松新田堤防跡の石積みは２㎞を越えていたが、徳島南部自動車道の建設で取り壊され現在残っているのは10ｍほどである。海の荒波や高潮でも崩れないように反りを持たせ比較的長い石が複雑に積上げられている。高さは２ｍほどである。
　今から二百年前江戸時代の終わり頃、もと海であった所に63haの小松新田を作り、川内町は徳島県最大の米作地域となった。今は米作りからサツマイモなどを作る畑が広がっている。令和４年、小松海岸の近くに徳島南部自動車道が開通し、畑や昔の堤防跡は高速道路や公園に変わってしまっているがその周辺一帯はサツマイモ畑がどこまでも広がっている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（鈴木和恵）
